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日本病理学会中国四国支部 第 19 回病理学夏の学校 開催報告 

                  

     川崎医科大学病理学 森谷卓也 

 

 平成 30（2018）年 8 月 18 日（土）と 19 日（日）の２日間、岡山県倉敷市の

川崎医科大学現代医学教育博物館、ならびに岡山市北区のレスパール藤ケ鳴を

会場として、第 19 回病理学夏の学校を開催させていただきました。当日は、ス

タッフ 2 名を含め 100 名（うち学部学生 56 名）ものご参加をいただきました。 

 今回は、「マクロ病理を極めよう」をテーマとし、病理肉眼像を観察すること

で、疾患や病態を予測する基礎を勉強することを目的としました。京都大学の

桜井考規先生から、肉眼観察の仕方についての講演をしていただき、その上で

10 グループに分かれ、与えられた肉眼臓器（液漬標本）と写真をもとに、疾患

や病態を考察していただきました。また、川崎医療福祉大学の横田ヒロミツ先

生から、メディカルイラストレーションの紹介とイラストの描き方・考え方を

教えていただき、希望者は臓器イラストレーションの実習も行いました。初日

の会場となった現代医学教育博物館（メディカルミュージアム）は、世界的に



2 

 

もユニークな医学・健康の博物館で、一般向けの展示フロア（２F）と、病理展

示フロア（４F）を見学していただきました。 

 全員でレスパール藤ケ鳴に移動したのちに、バーベキューパーティーを行い

ました。飲み放題でしたが、お肉が不足したテーブルもあり、譲り合いが行わ

れていました。各大学の紹介では、素晴らしいパフォーマンスも見せていただ

きました。空港近くのため規制もありましたが、花火大会も無事行いました。

終了後は遅くまで自由討論会が続き、とても盛り上がっていました。 

 翌日は各班の発表と、担当大学による解説がなされ、いずれも力のこもった

発表でした。討論の時間が十分に取れず、まだ話し足らなかった方々にはお詫

びいたします。その後病理専門医を取得された倉田美恵先生と藤原英世先生か

ら、病理の魅力についての紹介や、今後の抱負を語っていただきました。お二

人それぞれの道のりに皆さん聴き入っていました。 

 最後に、表彰式と、来年主催される愛媛大学の増本純也先生にご挨拶をいた

だきました。 

 台風の季節でしたが、２日間天候にも恵まれ、無事に日程を終えることがで

きました。ご講演くださった先生方、ご参加くださった全ての参加者の皆様、
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および川崎医科大学のスタッフに改めて御礼を申し上げます。 

【プログラム】 

 8 月 18 日（土）川崎医科大学現代医学教育博物館に集合  

   12：30〜    受付  

      13：00〜13：15 挨拶・諸連絡（川崎医科大学 森谷卓也） 

 

   13：20〜14：00 講演１ 

     座長：丸山 理留敬先生（島根大学医学部器官病理学） 

     肉眼観察の仕方 京都大学大学院医学研究科・医学部   

                病理診断学 准教授 桜井 孝規先生 

   14：00〜14：30 講演２ 

     座長：安井 弥先生 

          （広島大学大学院医歯薬保健学研究科分子病理学教室） 

     メディカルイラストレーション 

     川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部 

           医療福祉デザイン学科 准教授 横田 ヒロミツ先生 
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   14：30〜14：40  休憩 

 

   14：40〜16：00 

     肉眼観察（10 チームに分かれて担当症例の討論） 

     メディカルミュージアム見学 

     希望者は肉眼標本のスケッチ（横田先生、佐貫史明先生による指導） 

   16：00〜 バスまたは自家用車でレスパール藤ヶ鳴に移動 

   17：00〜 入室・休憩 

   19：00〜 BBQ（2 時間程度を予定）、その後自由討論会 （〜24：00） 

     大学紹介、イラストレーション表彰、花火 

 

8 月 19 日（日） レスパール藤ケ鳴 

   7：30〜 朝食・自由時間 

   8：50（集合）〜 諸連絡 

   9：00〜10：30 肉眼所見討論会（ミクロとの対比） 



5 

 

    肉眼観察の発表（所見と推定疾患・鑑別診断）（学生） 

    マクロの読み方・ミクロ解説・疾患についての解説：（担当大学）  

    討論：  

 

    座長：北澤 理子先生（愛媛大学 分子病理学講座） 

       村上 一郎先生（高知大学医学部 病理学講座） 

        解説担当大学  

      症例１ 高知大学   症例２  島根大学 

      症例３ 鳥取大学   症例４ 山口大学 

      症例５  徳島大学   症例６  川崎医科大学   

      症例７ 愛媛大学   症例８  香川大学 

      症例９ 岡山大学   症例 10  広島大学 

 

   10：30〜10：50 休憩 

 

   10：50〜11：40 私と専門医・・・病理の魅力って？ 
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    座長：常山 幸一先生（徳島大学 疾患病理学分野） 

    ・愛媛大学医学部 解析病理学 特任講師 倉田 美恵先生 

    ・川崎医科大学 病理学 特任講師 藤原 英世先生 

 

   11：45 第 20 回病理学夏の学校について 

            （愛媛大学 増本純也先生） 

       閉会の挨拶（川崎医科大学 森谷卓也） 

   解散後はバスで岡山駅→川崎医科大学に   
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（敬称略） 

 

【メディカルイラストレーション スケッチ賞】 

金賞 郷田 衛（香川大学） 

銀賞 大森健人（鳥取大学） 

   藤澤真義（岡山大学） 

銅賞 大谷宗理（香川大学） 

   角 美里（広島大学） 

   隅田佐和（高知大学） 

 

【学生プレゼン賞】 

第１位 6 班 

 （田中 肇、鵜飼翔一、野内直子、加藤優斗、坂本青史郎、勢井萌都子） 
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第２位 8 班 

 （山下真弘、加藤朱里、田口晴賀、山口賢一、富永洋介、木下堅太郎） 

第３位 3 班 

 （岸田大海、近藤有希、芦田裕士、木内華由、古味和晃） 

第４位 10 班 

 （久留宮千賀、中桐徹也、大槻和也、原 将巳、近藤由菜） 

 

【症例解説賞】（氏名は代表発表者） 

第１位 徳島大学（症例５）久保美和、勢井萌都子 

第２位 川崎医科大学（症例６）藤本康人 

第３位 広島大学（症例 10）服部 結 

 

【BBQ パフォーマンス賞（順不同）】 

高知大学、徳島大学、広島大学 

 


